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翌日、民の指導者、長老、学者たちは、エルサレムに集まった。大祭司アンナス、カヤパ、

ヨハネ、アレキサンデル、そのほか大祭司の一族もみな出席した。彼らは使徒たちを真ん中に立

たせて、「あなたがたは何の権威によって、また、だれの名によってこんなことをしたのか」と

尋問しだした。そのとき、ペテロは聖霊に満たされて、彼らに言った。「民の指導者たち、なら

びに長老の方々。私たちがきょう取り調べられているのが、病人に行った良いわざについてであ

り、その人が何によっていやされたか、ということのためであるなら、皆さんも、またイスラエ

ルのすべての人々も、よく知ってください。この人が直って、あなたがたの前に立っているのは、

あなたがたが十字架につけ神が死者の中からよみがえらせたナザレ人イエス・キリストの御名に

よるのです．．．彼らは言った ｢あの人たちをどうしよう。あの人たちによって著しいしるしが

行なわれたことは、エルサレムの住民全部に知れ渡っているから、われわれはそれを否定できな

い。しかし、これ以上民の間に広がらないために、今後だれにもこの名によって語ってはならな

いと、彼らを戒めよう．．．ペテロとヨハネは彼らに答えて言った。 ｢神に聞き従うより、あな

たがたに聞き従うほうが神の前に正しいかどうか、判断してください。私たちは、自分の見たこ

と、また聞いたことを、話さないわけにはいきません．．．釈放されたふたりは、仲間のところ

へ行き、祭司長たちや長老たちが彼らに言ったことを残らず報告した。これを聞いた人々はみな、

心を一つにして、神に向かい、声を上げて言った。 ｢主よ。あなたは天と地と海とその中のすべ

ての　ものを造られた方です．．．いま彼らの脅かしをご覧になり、あなたのしもべたちにみこ

とばを大胆に語らせてください。御手を伸ばしていやしを行わせ、あなたの聖なるしもべイエス

の御名によって、しるしと不思議なわざを行わせてください。｣ 彼らがこう祈ると、その集まっ

ていた場所が震い動き、一同は聖霊に満たされ、神のことばを大胆に語りだした。信じた者の群

れは、心と思いを一つにして．．．使徒たちは、主イエスの復活を非常に力強くあかしし、大き

な恵みがそのすべての者の上にあった．．．主を信じる者は男も女もますますふえていった．．．

　使徒の働き４：５－５：４２
イエスの昇天後、ペンテコステの日に約束の聖霊を受けて、福音を至る所で宣べ伝え始めた使

徒たちが、イエスが地上にもたらされた「神の国」の中に生き、キリストを受け入れない者にもその
影響が及ばざるを得なかったことが使徒の働きに記録されています。冒頭に引用した箇所には、生ま
れつき足のなえた人が「ナザレのイエス・キリストの名によって」瞬時に癒されるという驚くべき
奇蹟が起こったことで引き起こされた社会的波紋が語られています。人々の関心がペテロ、ヨハネの
説く福音に向けられ、「みことばを聞いた人々が大ぜい信じ、男の数が五千人ほどになった」と記さ
れているように、霊の覚醒がエルサレムの一般の人々に起こり始めた一方で、宗教的指導者たちの反
応は困惑、伝統的権威喪失に対する恐れでした。

七十一人のユダヤ教教師ラビ、祭司たちで構成されていた最高議会のサンヒドリンに立たさ
れたペテロとヨハネに浴びせられたのは、「何の権威によって」「だれの名によって」病人を癒すとい
う良いわざを行ったのか、その人はどのようにして癒されたのか等々、実に非合理的な詰問でした。
かつてキリストは、「人々があなたがたを、会堂や役人や権力者などのところに連れて行ったとき、
何をどう弁明しようか、何を言おうかと心配するには及びません。言うべきことは、そのときに聖
霊が教えてくださるからです」（ルカ 12：11）と、やがて訪れる迫害のときを予告して弟子たちを
励まされましたが、使徒たちのキリストの証し人としての歩みは、まさにイエスの予告を地で行くも
のでした。

聖霊に満たされ、神の力を得たペテロは、権威をかざして総出でイエスの弟子たちを脅かし取
り締まろうとしたユダヤ教の権威当局を前に全く動ずることなく、彼らが十字架につけ、神が甦らさ
れたナザレ人イエス・キリストを与えられた機を逃すことなく利用して証ししたのでした。使徒た
ちにとって、キリストの初臨（御降誕）によってこの地上にもたらされたが、まだ完全には成就して
いない｢神の国｣に生きるとは、この世の迫害の中にあってキリストの福音をあらゆる機会を利用し
て語ることでした。｢（キリストの）御名のためにはずかしめられるに値する者とされたことを喜
（ぶ）｣というこの世の価値観に逆行する、何物にも揺るがされない大胆な歩みだけでも、この世の
人と｢神の国｣に生きる者の違いは明らかでしたが、｢神の国｣に生きる者たちに現われる“しるし”
－癒し、奇蹟、預言－は、その違いを決定的にしたのです。
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｢無学な、普通の人｣ペテロとヨハネの大胆さ、二人を通して行なわれている｢著しいしるし｣、
この波紋がすでにエルサレムの全住民に知れ渡っていること、大衆が出来事のゆえに神を崇めてい
たこと、その何れをも否定できない窮地に立たされた権威当局は、｢人々の手前、ふたりを罰するす
べがな（く）｣留置した後、むち打って釈放せざるを得なかったのでした。ここには、この世の権威、
権力で福音の広がりを弾圧しようとしてもできないことと対照的に、聖霊の働きによって神の力が
使徒たちの周りに留めようもなく広がっていったこと、病や悪霊からの解放が｢神の国｣のしるしと
して起こったことが語られていますが、当時イスラエルの宗教的指導者たちはじめ、すべての人たち
に尊敬されていた律法学者ガマリエルの発言：｢イスラエルの皆さん。この人々をどう扱うか、よく
気をつけてください．．．もし、その計画や行動が人から出たものならば、自滅してしまうでしょ
う。しかし、もし神から出たものならば．．．あなたがたは神に敵対する者になってしまいます｣は、
神の支配、力、｢神の国｣の原則を正しく認識した賢い助言だったのです。

イエス・キリストの教えの中心を占めたのは、この｢神の国｣についてでした。｢わたしが神の
御霊（聖霊）によって悪霊どもを追い出しているのなら、もう神の国はあなたがたのところに来
ているのです｣（マタイ 12：28）とイエスは、ご自分の除霊のわざ（「汚れた霊」とも呼ばれた悪霊
に苦しめられていた人々の解放）が｢神の国｣のわざであること、このような超自然的なわざが起こ
ることは｢神の国｣がこの世に突入したことのしるしであると語られましたが、初代教会以降キリス
ト信仰が制度化されるに従い、「神の国」＝「死後行くべき天国」という単純な概念が定着してしまい、
｢神の国｣が聖書では、三つの位相で語られていることはほとんど明確にされていません。

共観福音書に八十三回以上も登場する｢神の国｣(マタイの福音書では「天の御国」)は、注意深
く読むと、次の三つの局面から語られていることが分かります。➀イエス・キリストの御降誕によっ
てこの世にもたらされた｢神の国｣：イエスを救い主として受け入れた者たちの直中に、この世と平
行して実現している神の支配　➁イエス・キリストが再び地上に戻ってこられるとき（再臨）、完
成される｢神の国｣：千年間(限られた期間)、全地に満ちることになる来るべき神の支配　　➂マタ
イが｢父の御国｣（13：43）と特記した永遠の｢神の国｣：“時”の外におられる神が永遠に支配し
ておられる、初めも終わりもない、この地上の諸事の背後にいつも存在している御国（キリスト教
会が「天国」として語っている神と共なる｢永遠のいのち｣）

初代教会に始まって今日に至るまでキリスト者が生きている｢神の国｣は➀の位相で、サタン
(被造物の中で最初に神、キリストに反逆した者)に支配されているこの世と共存状態にあるため、
信じる者はこの世に命ある間、神の敵からの攻撃を受け、霊の戦いが続くことになります。従って真
のキリスト者の歩みは、決して楽なものではなく、使徒たちが味わったような迫害、不当な取り扱い
をこの世から受けることになります。しかし、同時に、キリストに従う者には、｢神の国｣の驚くべきし
るし－癒し、奇蹟、預言－が伴うのです。明らかなように、まだこの世ではサタンの支配が続いており、
➁の位相の｢神の国｣は実現していません。終末の末期にユダヤ人の王キリストによる千年支配がこ
の地上に実現することになり、その日をキリスト者たちは｢主の再臨｣として今日、その到来を待ち
望んでいるのです。イエスが弟子たちにたとえを通して語られた｢神の国｣はほとんどが、この地上に
すでにもたらされたが不完全な神の国（位相➀）のことであり、また、「来るべき神の国」として語ら
れたのは、もっぱらご自身の再臨によって始まる千年支配（位相➁）のことでした。➂の位相の｢神
の国｣とは、“時”をも含む限られた次元の中に生きている人間には見えないがいつも存在している
“時”の外に存在する神の“永遠の支配”のことなので、すでに存在している御国の実現を祈る必
要はなく、が弟子たちが祈り方を尋ねたとき、「御国が来ますように。みこころが天で行われるよう
に地でも行われますように．．．」と祈りなさいと教えられたイエスの脳裏にあったのは、すでに
存在している➂の位相の｢神の国｣が地上に突入すること（➀）と地上に満ちること（➁）でした。
言うまでもなく、キリストの初臨で始められ、再臨で完成する➀と➁の位相の｢神の国｣の実現を祈り
求めなさいということでした。

興味深いことに、ヘブル語（旧約）聖書のダニエル書にも、イエスが語られたこれら三つの位
相の｢神の国｣がすでに語られています。ダニエル書6：26－27で、生きてこの世の事象に介入される
イスラエルの神を目撃して｢この方は人を救って解放し、天においても、地においてもしるしと奇蹟
を行い、獅子の力からダニエルを救い出された｣とダリヨス王が語ったのは、この世に突入した神の
国、➀の位相を描いたものでした。不当にも獅子の穴に投げ込まれた聖徒ダニエルが何の傷も被るこ
となく救い出されたのは、この世の誘惑、迫害にもめげず、神に忠実であったしもべに｢神の国｣が訪
れた結果でした。すなわち、ダニエルの上に、神のご介入、支配が及び、信じる者に現われた神の国の
しるしをダリヨス王はじめ異邦人たちが目撃することになったのです。ダニエル書4章には、試練を
通してイスラエルの神を受け入れたバビロン王ネブカデネザルの信仰告白が語られています。この
世の王国に介入された神の主権、力をほめたたえたもので、やはり、➀の位相の｢神の国｣を体験した
者の立場から語られていますが、同時に、「永遠にわたる国」、➂の位相の｢神の国｣も証しされている
のです。ダニエル書2章のネブカデネザルの夢と 7章のダニエルの夢の最後に登場する｢人手によ
らず切り出され．．．全土に満ち（る）｣王国は、人間の築き上げた王国がすべて滅びた後始まる
メシヤの支配する時代、すなわち、再臨の主によって地上に完成される➁の位相の王国です。

したがって、｢主よ、今神の国のしるしをあなたのしもべに顕わしてください｣と祈るキリスト
者は➀から➁の位相への過渡期に生きており、「主の再臨｣による地上に成る「神の国」の完成を待ち
望んでいるのです。
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